
 
 

 

 

 

  

レム睡眠とノンレム睡眠の両方を調節する神経を同定 

 

 

神経）が睡眠・覚醒の制御に関わっていることを様々な遺伝子改変マウスを用い

ることで解明しました。これまで、MCH 神経は摂食行動やエネルギー代謝に重要であるこ

とが報告されてきましたが、正確な生理的役割については十分わかっていませんでした。

今回研究グループは、MCH 神経の活動を光で操作すること、また運命制御することに成

功し、以下の知見を見出しました。（1）MCH

The 

Journal of Neuroscience（ザ・ジャーナル・オブ・ニューロサイエンス）」に掲載されました。 
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研究内容を表した図 
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